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図 リシン残基およびアルギニン残基に形成される AGE 構造
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見出された RAGE は，HMGB1, S100/calgranulin な
どのタンパク質のほか，アミロイド b，リポ多糖など
とも結合することが示されている。このうち
HMGB1, S100/calgranulin，アミロイド b は細胞・
組織の損傷により放出される分子である。このような










DAMPs や PAMPs と AGE との間の構造的な類似性
は大きくないと考えられる。したがって，なぜ













AGE」の構造の特定を行い，RAGE が AGE を認識
する生理学的意義を解明することを目指している。
) AGE 形成抑制因子の探索
メイラード反応を抑制し，AGE 形成量を低下させ
ることは，合併症の発症・進行を抑えうると考えられ
る。このため，国内外で抑制因子の探索が行われてい
るが，既知の抑制因子には副作用の強いものが多い。
そこでわれわれは食品由来の抑制因子の探索を行い，
いくつかの候補分子を見出している。現在はこれら因
子の効果を多面的に検証することにより，安全なメイ
ラード反応抑制因子の開発を目指している。
当研究室においては，このほか「感染症や炎症を制
御する腸管上皮細胞由来の抗菌性レクチン」について
も解析を行っている。疾患の発症機構の解析を通し
て，生体機能に関する基礎的な知見を得るべくテーマ
に取り組んでいる。
